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呼吸器感染症に対す るBMY-28100の 臨床効果の検討
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呼吸器感染症患者18例(細 菌性肺 炎15例,肺 化膿症2例,慢 性気管支 炎1例)にBMY-28100を1日

750～1,500mg,7～17日 間に合計6.5～22-5g経 口投与 しその臨床効果 につ いて検討 した。 その結果,

著効4例,有 効11例,や や有効3例 の臨床成績 を得 た。1例 に胸部不快感 とGPT上 昇,1例 に便秘

の副作用 を認 めたがいずれ も軽度であった。本薬剤 は,急 性細 菌性呼吸器感染症に対 して,き わめ て

有効 な薬剤であると示唆 された。
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BMY-28100 (6R,7R)-7-[(R)-2-amino-2-(p-hydro-

xyphenyl) acetamido]-8-oxo-3-(1-propeny1)-5-thia-1-

azabicyclo [4.2.0]oct--2-ene-2-carboxyhcacidmonohy-

drateは ブ リ ス トル ・マ イ ヤ ー ズ 研 究 所 株 式 会 社 で 開 発

された非 エ ス テ ル型 の 経 ロ セ フ ェ ム剤 で あ り,グ ラム 陽

性,陰 性 菌 に対 し広 範 囲 な抗 菌 スペ ク トル を示 し,特 に

Staphylococcus aureus, Streptococcus pyogenes, Streptococ-

cus pneumoniaeな どの グ ラ ム 陽 性 菌 に対 し優 れ た抗 菌 力

を示 す。 本剤 は前 臨 床 試験 な らび に臨 床 第I相 試験 に お

いて安 全 性 が確 認 され ,抗 菌 力 や 体 内 動 態 の 成 績 か ら も

臨床 的有 用 性 が 期 待 され た1～3)。 今 回 わ れ わ れ は,本 剤

を18例 の 呼 吸 器 感 染症 患 者 に使 用 し,そ の 臨 床 効 果 を

検討 した ので 報 告 す る。

I. 材 料 お よび 方 法

1987年6月 よ り12月 ま で の 間 に 当 科 お よ び その 関 連

施 設 にて細 菌 性 呼吸 器 感 染 症 と診 断 され て 外 来 も し くは

入院治療 を うけ た患 者 を対 象 と した 。 そ の 内訳 は,細 菌

性肺 炎15例,肺 化 膿 症2例,慢 性 気 管 支 炎i例 で あ る。

そ の詳細 はTable1に 一 括 して 示 した 。

BMY-28100の 投 与 方 法 は,250mg1日3回 あ るい は

250mg1日4回 の経 口投 与 を原則 と し,症 状,重 症 度 に

よって500mg1日2～3回 の経 口投 与 法 も併 せ て 実 施 し

た。 投 与 日数 は7～17日 ,平 均11.2日,患 者1人 当 り

の総投与量 は6.5～22.5g,平 均12.1gで あ った。投与 方

法 の詳細 はTable1に 示 した。 臨床 効果の判定 は,臨 床

症状,検 査成績の推移 を考慮 して以下の基準に もとつい

て判定 した。

著 効: 本剤投 与開始 か ら3日 以内 に臨床症状 の消

失,検 査成績 の改善傾向 を認め,か つ1週

間以内に起 炎菌 の消失 を認めた もの。

有 効: 本剤投 与開始 か ら7日 以内 に臨床症状 の消

失,検 査成績 の改善傾向 を認め,か つ起 炎

菌の明 らかな場合,1週 間以内に起 炎菌の

消失 を認 めた もの。

やや有効: 臨床症状,検 査成績の改善 に7日 以上 を要

し,か つ起 炎菌 の明 らか な場合,起 炎菌 の

完全な消失が認 められなか った もの。

無 効: 臨床症状,検 査成績の改善が,本 剤投与 開

始か ら7日 以 降に も,ま った く認め られな

か った もの。

II. 結 果

治療成績 は一括 してTable1に 示 した。起炎菌 と して

分離 された菌 は,Haemphilus influenzae 6例,Klebsiella

pneumoniae 2例,S. pneumoniae 2例,S.aureus 1例 であ

り,他 の例では起炎菌を明 らかにで きなか った。投 与症

例 全体の治 療成績 は,著 効4例,有 効11例,や や 有効

* 盛岡市内丸19-1
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Table 1. Clinical trial with BMY-28100

ND: not detected, NF: normal flora, CPE: chronic pulmonary emphysema

Table 2. Bacteriological response to BMY-28100
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Table 3. Laboratory findings of patients treated with BMY-28100 therapy

B: before therapy A: after therapy * KA



206 CHEM OTHE RAPY DEC. 1989

3例,無 効0で あ り,83.3%の 高 い 臨床 的有 効 率 を得 た。

臨 床効 果 が や や有 効 と評 価 され た3例 に つ い て その 内 容

を検 討 した とこ ろ,2例 は基 礎 疾 患 と して気 管 支 拡 張 症

を有 して お り,ま た そ の 内1例 か ら はK.pneumoniaeが

検 出 され た(症 例14)。 本 例 で はBMY-28100投 与 後,H.

influenzaeが 検 出 され,菌 交 代 の 可 能 性 が 考 え ら れ た 。

残 る1例 は重 症 肺 化膿 症 で あ り,起 炎 菌 は明 らか に す る

こ とが で き なか った 。

起 炎 菌 別 の 細 菌 学 的 効 果 をTable 2に 示 した 。 本 薬 剤

投 与 前 に起 炎 菌 が 明 らか に され た症 例 は9症 例4菌 種 で

あ り,複 数 菌 感 染 症 例 と して,S.amus+S.pneumo-

niae 1例,S.pneumoniae+ H.influenzae 1例 が 含 まれ

て い る。H.influenzae感 染 に よ る肺 炎4症 例 中2例 で 本

剤 の 投 与 に よる細 菌 学 的 効 果 が 得 られ な か ったが,他 の

細 菌 につ い て は い ず れ も菌 数 の 減 少 あ るい は 消失 を認 め

た。

本 薬 剤 投 与 前 後 に お け る 末梢 血,肝 機 能,腎 機 能 そ の

他 の 副 作 用 発現 の 有 無 を検 討 した 。Table 3に 示 す よ う

に 第11症 例 に お い て軽 度 のGPT値 の上 昇 を認 め た が,

投 与 中 止 に よ って 正 常 値 に 復 した 。 また 同一 症 例 に お い

て 軽 度 の胸 部 不 快 感 を生 じた が,心 電 図等 に も異 常 な く,

投 与 中止 に よ っ て軽 快 した。 また 第15症 例 に軽 度 の便

秘 症状 を認 め た が,こ れ も処 置 を要 す る もので は なか っ

た 。

III. 考 察

BMY-28100は 非 エ ス テ ル 型 の 経 ロセ フ ェ ム剤 で あ り,

グ ラ ム陽 性,陰 性 菌 に対 し広 範 囲 な抗 菌 スペ ク トル を示

し,特 にS.aureus, S.pyogenes, S.pneumoniaeな ど の

グ ラ ム陽 性 菌 に対 して 優 れ た抗 菌力 を示 す 。 また グラ ム

陰 性 菌 で あ るK.pneumonfaeやEscherichia coliに対 して も

cefaclorと 同等 の 効 果 を 有 す る。 したが って 合 併症 や基

礎 疾 患 の ない 急性 の呼 吸 器 感 染 症 に対 して本 薬剤 を使用

した場 合,一 定 程 度 の 有効 性 を期 待 しうる。 事実,わ れ

わ れ の成 績 で も有 効 率83.3%の 高 い臨 床 効果 が 得 られた。

本 剤 の 臨 床効 果 を無 効 と判 定 され た ケ ース は なか ったが,

効 果 が 不 十 分 で,や や有 効 と判 定 さ れ た3症 例 をみ ると,

2例 は基 礎疾 患 と して気 管 支 拡 張 症が あ り,1例 は肺化

膿 症 と診 断 され た症 例 で あ り,慢 性 呼 吸 器 感染 症 の合併

例 や,重 篤 な 呼 吸 器 感 染 症 例 に対 す るBMY-28100の 限

界 と も考 え られ た 。

近年,呼 吸 器 感 染 症 の 起 炎 菌 の動 向 と して グラム陰性

菌 感 染 症 の 増 加,複 雑 化 と共 に,methicillin resistant S.

aureus (MRSA) の 増 加 傾 向 が 著 しい 。 本 薬 剤 は,H.in-

fluenzae, Pseudomonas aeruginosa, MRSA等 に 対 す る抗 菌

力 にや や弱 い とこ ろが あ り,そ の 意 味で 院 内感 染や,慢

性 呼 吸 器 感 染症 に対 して は第 一 選 択 薬剤 とは な り得 ない

と考 え られ る 。 しか しなが ら,一 般 の急 性 呼吸 器感染症

就 中,外 来 患 者 に は 高 い 有効 率 が 期 待 で き る。
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We investigated the clinical efficacy of BMY-28100, a new cephalosporin antibiotic, in 18 patients with acute respiratory

tract infections. The underlying diseases were bronchiectasis in 3 patients, pneumoconiosis in 1 and chronic bronchitis in 1

patient. BMY-28100 was given orally in a daily dose of 750-1,500mg in 3 or 4 divided doses. The duration of treatment

ranged from 7-17days, with the total administered dose ranging from 6.5 to 22.5g.

The diagnoses of these patients were: bacterial pneumonia 15, suppurative pneumonia 2, and acute exacerbation of

respiratory tract infection with chronic bronchitis 1. Of the 18 patients treated with BMY-28100, clinical response was

judged as excellent in 4, good in 11, fair in 3 and poor in none. Two incidences of side effects were observed but negligible.

From these studies we conclude that BMY-28100 is a useful and effective antibiotic for acute respiratory infections.


